
最小限界出力比 

最小限界出力比 ＝ 燃料の限界出力／運転中の燃料出力
冷却効率の低下に至る出力
限界出力は燃料集合体ごとに異なる

燃料集合体ごとに限界出力比を算出し、
最も小さい値を指標とする
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運転上の制限値

設計上の許容限界値

全燃料棒の９９.９％以上が
冷却効率の低下に至らない状態

冷却効率の低下に至る
可能性を否定できない状態

異常事象による急激な出力変化が
発生しても、設計上の許容限界値を

下回ることがない状態

（通常運転時の管理範囲）

運転上の制限を
満足する状態に復帰

運転上の制限の逸脱・復帰（イメージ）

運転上の制限を逸脱

最小限界出力比
（原子炉の運転状態等に応じて変動）

（運転状態の不確かさに対する余裕）

（運転上の制限を満足しない状態）
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燃料棒の冷却効率

燃料棒の表面の沸騰状態によって、燃料棒の冷却効率が変化する。
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燃料棒の冷却効率が
低下した状態

通常の状態
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冷却効率： 液体（冷却水） ＞ 気体（蒸気）

燃料棒表面

熱

蒸気

冷却水


